
 

図３ FU6 ヶ月時点における治療共同体エンカウンター・グループに対する評価（介入群） 

 
 
図４ FU6 ヶ月時点におけるダルクミーティングに対する評価（対照群） 
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図３ FU6 ヶ月時点における治療共同体エンカウンター・グループに対する評価（介入群） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自身の回復に役立っている

参加メンバーに満足している

進行に満足している

自分は貢献している

正直に参加している

愛を感じている

問題解決できると思う

FU6カ月時点における治療共同体エンカウンター・グループ

に対する評価（n=11）

全くそう思わない そう思わない どちらでもない そう思う 全くそう思う

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自身の回復に役立っている

参加メンバーに満足している

進行に満足している

自分は貢献している

正直に参加している

愛を感じている

問題解決できると思う

FU6カ月時点におけるダルクミーティングに対する評価（n=20）

全くそう思わない そう思わない どちらでもない そう思う 全くそう思う

 

研究成果の刊行に関する一覧表 
                                                                                            
書籍                                                                                    
著者氏名 論文タイトル名 

 
書籍全体
の 
編集者名

書籍名 出 版 社
名 

出 版
地 

出版年 ページ 
 

嶋根卓也 第 8 章 性的マイノリ
ティ・HIV感染者の理解
と支援 

松本俊彦 物質使用障害
の治療 多様な
ニーズに応え
る治療・回復支
援 

金 剛 出
版 

東京 2020 pp141-15
5 

嶋根卓也 「NO」と言えない子ども
たち－酒・タバコ・クス
リと援助希求 

松本俊彦 「助けて」が
言えない 
SOS を出さな
い人に支援者
は何ができる
か 

日 本 評
論社 

東京 2019 pp92-101 

松本俊彦 薬物依存症 浦部晶
夫，島田
和幸，川
合眞一 

今日の処方
改訂第6版 

南江堂 東京 2019 475-477 

松本俊彦 薬物乱用 五十嵐隆 小児科診療ガ
イドライン－
最新の診療指
針－第4版 

総合医
学社 

東京 
 

2019 687-691 

松本俊彦 認知行動療法 宮田久
嗣，高田
孝二，池
田和隆，
廣中直行

アディクショ
ンサイエンス 
依存・嗜癖の
科学 

朝倉書
店 

東京 2019 218-226 

松本俊彦 「やりたい」「やってし
まった」「やめられない」
－薬物依存症の心理 

松本俊彦 「助けて」が
言えない 
SOSを出さな
い人に支援者
は何ができる
か 

日本評
論社 

東京 2019 54-67 

松本俊彦 薬物依存症と治療プロ
グラム 

福井次
矢，高木
誠，小室
一成 

今日の治療指
針 私はこう
治療している

医学書
院 

東京 2020 1055-105
6 

松本俊彦 薬物使用障害に対する
外来治療プログラム
「SMARPP」 

松本俊彦 物質使用障害
の治療 多様
なニーズに応
える治療・回
復支援 

金剛出
版 

東京 2020 73-88 

引土絵未 第Ⅱ部 3 章：アディク
ションからの回復と治
療共同体～治療共同体
エンカウンター・グル
ープを中心に 
第Ⅳ部1章：私にとって
の治療共同体エンカウ
ンター（エンパワメン
ト）・グループ 

藤岡淳子
編著 

治療共同体実
践ガイド ト
ラウマティッ
クな共同体か
ら回復の共同
体へ 

金剛出
版 

 2019.1
0 

95-111
201-211 
 

- 247 -



 

雑誌 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版
年 

嶋根卓也, 高橋哲，竹下賀
子，小林美智子，高岸百合子，
大宮宗一郎，近藤あゆみ，高
野洋一，山本麻由子，松本俊
彦 

覚せい剤事犯者における薬物依存
の重症度と再犯との関連性：刑事
施設への入所回数から見た再犯 

日本アルコー
ル・薬物医学会
雑誌 

54(5) 211-221 2019

嶋根卓也、邱冬梅，和田清 日本における大麻使用の現状：薬物
使用に関する全国住民調査2017よ
り 

YAKUGAKU 
ZASSHI 

140(2) 173-178 2020

嶋根卓也 過量服薬に対する薬剤師の役割 臨床精神薬理 22(3) 293-299 2019

嶋根卓也、猪浦智史 わが国における大麻使用の動向-全
国規模の疫学調査の結果から 

医学のあゆみ 271(11
) 

1187-119
1 

2019

嶋根卓也 国内外における大麻使用経験率-疫
学調査から- 

精神科治療学 35(1) 5-12 2020

山田理沙，嶋根卓也，舩田正
彦 

レクリエーショナル・セッティング
における危険ドラッグ使用パター
ンの男女別検討 

日本アルコー
ル・薬物医学会
雑誌 

54(6) 印刷中 2020

谷真如、高野洋一、髙宮英輔、
嶋根卓也 

覚せい剤取締法違反により刑事施
設に入所した刑の一部執行猶予者
の心理・社会的特徴 

Jap.J.Crim.Psyc
hol 

57(2) 1-17 2020

Hiroko 
Kotajima-Murakami1, 
Ayumi Takano，Yasukazu 
Ogai，Shotaro 
Tsukamoto，Maki 
Murakami，Daisuke 
Funada，Yuko Tanibuchi，
Hisateru Tachimori，
Kazushi Maruo，Tsuyoshi 
Sasaki，Toshihiko 
Matsumoto，Kazutaka 
Ikeda 

Study of effects of ifenprodil in 
patients with 
methamphetamine dependence: 
Protocol for an exploratory, 
randomized, double-blind, 
placebo-controlled trial 

Neuropsycho
pharmacolog
y Reports 

doi:10
.1002/
npr2.
12050
. 

 2019

Daisuke Funada，
Toshihiko Matsumoto，
Yuko Tanibuchi，
Yasunari Kawasoe，
Satoru akibara，Nobuya 
Naruse，Shunichiro 
Ikeda，Takashi Sunami，
Takeo Muto，Tetsuji Cho 

Changes of clinical symptoms 
in patients with new 
psychoactive substance 
(NPS)-related disorders from 
fiscal year 2012 to 2014: A 
study in hospitals specializing 
in the treatment of addictio 

Neuropsycho
pharmacolog
y Reports 

doi: 
10.10
02/np
r2.120
53． 

 2019

 

Ayumi Takano, Sachiko 
Ono, Hayato Yamana, 
Hiroki Matsui, Toshihiko 
Matsumoto, Hideo 
Yasunaga, Norito 
Kawakami 

Factors associated with 
long-term prescription of 
benzodiazepine: a retrospective 
cohort study using a health 
insurance database in Japan 

BMJ Open doi:10
.1136/
bmjop
en-20
19-02
9641 

 2019

Ayumi Takano, Yuki 
Miyamoto, Tomohiro 
Shinozaki, Toshihiko 
Matsumoto, Norito 
Kawakami 

Effect of a web-based relapse 
prevention program on 
abstinence among Japanese 
drug users: A pilot randomized 
controlled trial 

Journal of 
Substance 
Abuse 
Treatment 

111 37-46 2020

大澤ちひろ，伊藤絵美，三
浦文華，風岡公美子，伴恵
理子，小畑輝海，松本俊彦 

更生保護施設における女性覚せ
い剤乱用者の心理社会的特徴 

日本アルコー
ル・薬物医学
会雑誌 

54(3) 136-15
5 

2019

大宮宗一郎，谷渕由布子，
石田惠美，柳友里，山口拓
洋，藤井実，吉永宏太朗，
林偉明，関谷希望，田畑聡，
白川雄一郎，堀口忠利，森
田展彰，斎藤環，奥村太一，
近藤あゆみ，松本俊彦 

精神保健福祉センターにおいて
薬物再乱用防止プログラムを提
供することの意義－プログラム
参加時点の参加者の特徴を踏ま
えた考察－ 

日本アルコー
ル・薬物医学
会雑誌 

54(3) 120-13
5 

2019

高木のり子，太田晴久，池
田明広，高塩理，松本俊彦 

多職種チームによる個別介入と
ワークブックを用いた認知行動
療法をワンパッケージ化したプ
ログラムの実践ーうつ病とアル
コール問題を併せ持つ者への介
入法の検討から－ 

精神科治療学 34(11) 1323-1
330 

2019

松本俊彦 精神科医療における過量服薬の
現状と課題 

臨床精神薬理 22(3) 231-24
1 

2019

松本俊彦 依存症のメカニズム：人はなぜ薬
物依存症になるのか? 

臨床麻酔 43特
別増
刊号 

339-34
6 

2019

松本俊彦，近藤あゆみ，引
土絵未，高野 歩，熊倉陽
介 

薬物使用障害に対する心理社会
的支援～薬物依存研究部の挑戦 

精神保健研究 65 17-26 2019

松本俊彦 「ハマる」の来し方・行く末－ア
ディクション概念の変遷につい
て－ 

こころの科学 205特
別企
画 行
動の
アデ
ィク
ショ
ン 

18-25 2019

今村扶美，松本俊彦 物質使用障害のケースフォーミ
ュレーション 

精神療法  増刊
第6号 
ケー
スケ

161-17
0 

2019

- 248 -
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